
　　　

　
　
　
　

　

　

　

鰹

　

福
島
県
内
で
の
自
然
モ
ネ

　　　

レ
．
－

　　　　

し

　

運

団
法
人
「ふ
く
し
ま
目

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
金
」が
～設

れ
る
こ
と
に
な
った
。

日
、
福
島
市
内
で
関
連
団

　　　　

　

　

　
　

　

　　

　　　　

　

　　

，

Ｙ
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
った
。

　　

・
８
日
、
福
島
市
内
で
関
連
団

　
　
　
　
　
　

鳶

再
生
可
能
＊
ル
ギ
１
の
地

霧

　

袈
需
は
人
が
乗
髪
く

　　
　　　　　　　　　　　

　　

る
。
東
日
本
大
震
災
で
大
き

　　　　　　　　　　　　　　

　　

学
や
自
動
運
転
車
を
開
発
す

　

脚
る
民
間
企
業
が
参
加
す
る
。

　
　　　　　　　　　　　　　

同
市
は
各
種
の
規
制
を
緩
和

す
る
国
家
戦
略
特
区
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
技
術

を
活
用
し
て
地
域
を
活
性
化

さ
せ
た
い
考
え
だ
。

実
験
は
３
月
中
の
１
日
間

を
予
定
し
て
い
る
。
若
林
区

に
あ
る
荒
浜
地
区
は
２
０
１

１
年
の
震
災
に
よ
る
津
波
で

大
き
な
被
害
を
受
け
、
現
在

　

　　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　
　

会
津
電
力
社
長
ら
が
基
金

産
地
消
を
目
指
す
会
津
電
力

（喜
多
方
市
）
の
佐
藤
弥
右

衛
門
社
長
が
代
表
発
起
人
を

務
め
、
城
南
信
用
金
庫
の
吉

原
毅
相
談
役
．
県
立
博
物
館

の
赤
坂
憲
雄
館
長
ら
も
発
起

人
に
名
を
連
ね
た
。

　

こ
の
臼
会
見
し
た
佐
藤
氏

な
ど
に
よ
る
と
、
ま
ず
２
月

末
に
一般
財
団
法
人
を
設
立

し
、
３
月
か
ら
県
内
外
の
企

業
．
個
人
か
ら
の
寄
付
の
受

動運転州圏ーン実験
仙台市

　

３月中に被災地区で

　

有術れ居れ

鰯霊蓬な新
け
付
け
を
始
め
る
。
９
月
を
…
＊＊
ｆ
斗

め
ど
に
基
金
の
運
営
母
体
と

　

．

　

′誓

　　

，
騨
慈

な
る
公
益
財
団
法
人
へ
移
〉

行
、
来
年
１
月
か
ら
は
自
然

　

ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
な
ど
へ
の
る
方
針
と
い
う
。

支
援
事
業
を
姶
め
る
予
定

基
金
に
よ
る
事
業
は
原
発

だ
。

　　　　　　　　

事
故
の
記
録
、
記
憶
を
長
年

　

基
金
の
規
模
は
当
面
、
数
に
わ
た
っ
て
と
ど
め
る
記
念

十
億
円
を
目
標
に
す
る
。
貝
館
の
建
設
・運
営
と
自
然
工

体
的
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
支
援
や

運
営
主
体
と
の
共
同
事
業
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
生

想
定
し
て
基
金
の
安
定
を
図
ま
れ
る
地
域
活
性
化
事
業
の
り

　　　

｛

　　　　　　　　　　

会
長
α
ヰ
て
妥
境
Ｅ
Ｃ

　

ブ

　

Ｅ
ゑ
こ
；
ノ
；

　　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ー

大
間
の
稼
働
時
期
「未
定
」

述べ
籍
書
ち
そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は
「現
在
の
審
査
状
況
で
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

責
任
を
も
っ
て
『
い
つ
稼
働

′

　

Ｊ
パ
ヮ
ー
社
長
来
年
度

の
供
給
計
画

で

　

な
』．と
は
言
え終
。
残

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　
　
　

　

　

　

　　　　

　

責
任
を
も
っ
て
『い

す
る
』，と
は
言
え
な

念
だ
が
『未
定
』
と

期
を
「未
定
」
と
す
る
考
え
年
程
度
延
期
し
、
原
子
力
規
を
得
な
い
」

を
示
し
た
。
新
年
の
あ
い
さ
制
委
員
会
の
審
査
終
了
は
今

　

Ｊ
パ
ワ

つ
に
訪
れ
た
大
間
町
役
場
で
年
１１
月
ご
ろ
、
運
転
開
始
は
大
間
原
発

報
道
陣
の
取
材
に
答
え
た
。
２

　

２
年
度
「しろ
と
す
る
新
し
い
制
委
に
申
－

　

同
社
は
昨
年
９
月
．
大
間

工
程
を
示
し
た
。

　　　

長
引
い
て

原
発
の
工
程
を
従
来
よ
り
１

　

北
村
社
長
は
こ
の
工
程
を
標
と
す
る

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

め は たこ と

　

、

　　 　　　　　　　　　 　
　　　

　　　　　　　　　　　　

標 工

　　

期
‘鶴

岡
信
用
金
庫
は
８
日
、

「若
手
経
営
者
塾
」
を
４
月

に
創
設
す
る
と
発
表
し
た
。

塾
長
は
平
尾
清
・東
北
公
益

文
科
大
学
教
授
が
務
め
る
。

経
営
を
体
系
的
に
学
び
、
地

域
経
済
を
け
ん
引
で
き
る
人

材
集
団
を
育
成
す
る
の
が
狙

、
て
お
り
、

い
。
年
３０
人
程
度
を
想
定
し

て
お
り
、
今
後
１０
年
で
３
０

０
人
の
塾
生
を
育
成
し
た
い

考
え
。

　　　　　　

，

専
任
講
師
と
し
て
、
イ
タ

リ
ア
料
理
店
「ア
ル
ｏケ
ッ

チ
ャ
ー
ノ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
奥
田
政
行
氏
、
ノ
イ
ズ

＊墓手蔓長墨堕
左璽祐長蓑当選呈写髪

多ギ
屋清音・東北公益文科大教授

Ｊ
パ
ワ
ー
の
北
村
雅
良
社

長
は
８
日
、
３
月
に
国
に
提

出
す
る
２
０
１
６
年
度
の
電

力
供
給
計
画
で
、
建
設
中
の

大
間
原
子
力
発
電
所
（青
森

県
大
間
町
）
の
運
転
開
始
時

　　

の
Ｚ
Ｍ
Ｐ
（東
京
・文
京
）
算
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

に
）

と
共
同
出
資
で
つ
く
っ
た
口
る
ｏ

　　　　　　　　　　

政
府
は
１５
年
８
月
に
仙
台

鰍糊
耐熱流離膿昭雄蝦掠佑ｆ市を国家戦路特区に指

獅姫
－般
車
を
自
動
走
行
用
に
改
定
。
そ
の
際
、
市
が
取
り
組

代
る

　

造
し
た
車
で
、
複
数
人
が
乗
む
政
策
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

師
卿
急
対
応
に
い
か
す
。
東
日
本
近
未
来
技
術
を
実
証
す
る
た

仙
乗
大
震
災
の
と
き
は
避
難
す
る
め
の
制
度
整
備
も
掲
げ
た
。

、

　　

車
で
道
路
が
渋
滞
し
、
多
く

　

市
は
同
じ
く
特
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
秋
田
県
仙
北
市

や
千
葉
市
が
進
め
る
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極

れ
て
い
る
。
同
区
域
で
は
住
大
が
ト
ヨ
タ
車
体
の
１
人
乗
の
人
が
車
内
に
い
な
が
ら
津
的
に
取
り
組
む
。
通
常
一
空

居
を
建
て
る
こ
と
が
禁
止
さ
り
電
気
自
動
車
（Ｅ
Ｖ
）
「コ
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
自
動
港
周
辺
の
空
域
や
家
屋
の
密

れ
て
い
る
た
め
、
次
世
代
技
ム
ス
」
を
使
っ
て
試
作
し
た
運
転
車
は
互
い
の
位
置
情
報
集
し
て
い
る
地
域
の
上
空
で

術
を
実
証
す
る
場
所
と
し
て
自
動
運
転
車
を
走
ら
せ
る
。
や
速
度
な
ど
の
情
報
を
通
信
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
場
合
は

有
効
活
用
す
る
。

　　　　

デ
ィ
ー
・エ
ヌ
・エ
ー
（Ｄ

　

で
き
る
た
め
、
渋
滞
に
巻
き

国
の
許
可
が
必
要
だ
が
、．市

　

走
行
実
験
は
地
区
内
の
道

　

ｅ
Ｎ
Ａ
）
が
自
動
運
転
の
技
込
ま
れ
ず
に
避
難
で
き
る
道
に
よ
る
と
荒
浜
地
区
で
は
許

路
な
ど
で
実
施
す
る
。
東
北

術
を
開
発
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
順
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計

可
は
必
要
な
い
と
い
う
。

中
新
技
碗
蝿
か
し
地
域
浦
盤
化

月

灘
ｒ
は
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ

　　　　　　　　　　

≧

局

　　

、

　

，

　　　　　　　　　　　　　　　

１

１

講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一階
＝
剛

磯
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胆
靴
…一服粥班
盟
激
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鞘縦
三
園

一脚
０００
２２２
４４３
胆
獅
３２２
級
…瀬
棚
郡隙
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